国際交流基金日本語教育紀要【論文原稿書式】 ※字詰め：「文字数42字×行数33行 / 余白：上下左右30ミリ」とする。

第19号（2023年）
※原稿のカテゴリーを記入→（例）【教育実践論文】

メインタイトル（MS明朝・太字・14ポイント）
－サブタイトル－（MS明朝・太字・11ポイント）

※投稿時は、筆頭執筆者・共同執筆者名は記載しないこと

〔キーワード〕　キーワード5語以内（MS明朝・10ポイント）

〔要　旨〕
　要旨本文（和文400字以内、MS明朝・9ポイント）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・行番号は「1．」の見出しから始め、最後まで連続番号にすること。
方法：[ページレイアウト] タブの [ページ設定] で [行番号] をクリック
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1
1.（半角スペース1字）大見出し（MSゴシック・11ポイント）
　本文：原稿執筆時のフォントについては、原則として、和文論文の場合は本文（英数字含む）をMS明朝とし、英文論文、及び英文要旨の場合は本文をTimes New Romanとする。
文字サイズは10.5ポイントを基本とし、表題・キーワード・要旨・見出し・注記・参考文献は「論文原稿書式」の指示どおり文字サイズを適宜変更する。図表については、フォントはゴシック体、文字サイズは適宜とする（国際交流基金 2021:1）。

1.1（半角スペース1字）中見出し（MSゴシック・10.5ポイント）
　本文（和文「MS明朝」・英文「Times New Roman」・10.5ポイント）・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1.1.1（半角スペース1字）小見出し（MSゴシック・10.5ポイント）
　本文（和文「MS明朝」・英文「Times New Roman」・10.5ポイント）・・・・・

表1（全角スペース1字）タイトル（MSゴシック・10.5ポイント）
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


表内文字：MSゴシック

[image: ]
図1（全角スペース1字）タイトル（MSゴシック・10.5ポイント）

図表掲載の際、執筆要領4.に従うこと。また、図表で示している事柄について本文で説明を行なうこと。ウェブサイト画像を掲載する場合は、サイトの著作権、画像に写り込んでいる人物の肖像権にも留意する。

〔注〕
（1）文末注は、左上に番号を付し、MS明朝・9ポイントで記載すること（左右余白は変更不可）

〔参考文献〕
参考文献は、MS明朝、9ポイントとし、執筆要領に従って記載すること（左右余白は変更不可）
以下は例である（執筆・投稿の際には削除すること）
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